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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和２年１月３１日（金） 

 

２ 確認箇所 

・８．５ｍ盤（ＳＰＴ受入水タンク） 

・３３．５ｍ盤（淡水化装置（ＲＯ－３）ハウス近傍） 

・１／２号機共用排気筒（１／２号機開閉所前から確認） 

 

３ 確認項目 

（１）淡水化装置信頼性向上に係る対策の状況 

（２）１／２号機共用排気筒解体工事の状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）淡水化装置信頼性向上に係る対策の状況について 

   淡水化装置（以下、「ＲＯ」という。）は滞留水を原子炉注水に再使用

するため、滞留水に含まれる塩分を除去することを目的に設置されている。 

   現在運用されているＲＯの一部機器については、Ｂクラス水平震度の２

倍に耐える評価（参考評価）を実施しておらず、対象機器により解体撤去

又は機器の堰内面にライニング（防水塗装）施工し、地震時の系外漏えい

に対し、信頼性を向上させる対策の実施を計画している。 

   本日は、ＳＰＴ受入水タンク、廃液ＲＯ供給タンク、ＲＯ濃縮水受タン

ク及びＲＯ濃縮水供給ポンプの堰内面のライニング施工の状況を確認した。

（図１、図２） 

  ・本日確認した上記４箇所全てで堰内にライニング施工が実施されていた。

（写真１） 

  ・東京電力によると、ＳＰＴ受入水タンク、廃液ＲＯ供給タンク、ＲＯ濃

縮水受タンクのライニング施工は平成３０年度に実施しており、ＲＯ濃

縮水供給ポンプのライニング施工は令和元年度に実施したとのことであ

った。 
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 
（図２）ＲＯ処理系統概要図 
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（写真１－１） 

 ＳＰＴ受入水タンク付近（南東側か

ら撮影） 

 タンクはテント内に設置されている 

 

 

（写真１－２） 

 タンク南側のライニング施工状況 

 赤点線部がタンク堰内面のライニン

グ箇所 

 

 

 

（写真１－３） 

 廃液ＲＯ供給タンクエリア外観（南

東側から撮影） 

 エリア内に複数基タンクが設置され

ている 

 

 

（写真１－４） 

 廃液ＲＯ供給タンクエリア東側のラ

イニング施工状況 

  

SPT 受入水タンク 

SPT 受入水タンク 

廃液 RO 供給タンク 

廃液 RO 供給タンク 

ライニング 

ライニング 
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（写真１－５） 

 ＲＯ濃縮水受タンク及びＲＯ濃縮水

供給ポンプ外観（南側から撮影） 

 タンクはテント内に設置されてお

り、ポンプは小屋の中に設置されてい

る 

 

 

（写真１－６） 

 ライニング施工状況 

 奥側がタンク堰のライニング箇所、

手前がポンプ堰のライニング箇所 

 

（２）１／２号機共用排気筒解体工事の状況について 

１／２号機共用排気筒解体工事は昨年８月１日から作業を実施しており、

排気筒上部の約６０ｍを２３ブロックに分けて解体する計画のうち、１１

ブロック目の解体が１月２７日から開始されたことから状況を確認した。 

・現地確認時（１１時４０分頃）には解体装置は地上に着座しており、２

号機原子炉建屋西側ヤードで点検が実施されていた。（写真２） 

・東京電力によると、本日４時２０分頃筒身の５０％切断が完了し、７時

５分頃に解体装置が地上に着座したとのことであった。（写真３） 

 

 

 

（写真２） 

 ２号機原子炉建屋西側ヤードの状況 

 複数の作業員が点検を実施していた 

 

RO 濃縮水受タンク 

RO 濃縮水受タンク 
RO 濃縮水供給ポンプ 

ライニング 

ライニング 

作業員 

作業員 
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（写真３） 

 排気筒頂部の状況 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 

 


